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無事故の歳末  明るい正月無事故の歳末  明るい正月
建設業年末年始労働災害防止強調期間

（令和６年12月1日～令和７年1月15日）
建設業年末年始労働災害防止強調期間

（令和６年12月1日～令和７年1月15日）

　当協会では、年末年始の労働災害の防止を
目的に、本年度も12月１日から１月15日まで
を「建設業年末年始労働災害防止強調期間」
と定め、会員各位が取組むべき事項を盛り込
んだ実施要領を作成いたしました。
　建設業における労働災害は、会員各位をは
じめとする関係者の熱意と日々の自主的な労
働災害防止活動により、その発生件数は長期
的に減少傾向にあり、全国の労働災害の発生
状況は、10月の速報値では、建設業における
死亡者数が164人で前年より12
人増、休業４日以上の死傷者数
は9,176人で前年より367人減と
なっております。また、建設業
における労働災害で最も多い墜
落・転落災害の死亡者数は57人
と前年より１人増となっており、
依然として死亡災害の約35％を
占めています。
　広島県内における建設業の労
働災害の発生状況は、死亡者数
が５人で前年より２人増、休業
４日以上の死傷者数は219人で
前年より26人減となっています。
　死亡災害は７月～９月に集中しており、墜
落・転落災害、飛来・落下災害、熱中症が各
１件ですが、感電災害が2件も発生していま
す。
死傷災害の型別では、前年に比べて「墜落・

転落」、「激突」、「飛来・落下」、「崩壊・倒壊」、
「激突され」、「切れこすれ」、「交通事故」、「動

作の反動」等が減少し、「転倒」、「はさまれ・巻
き込まれ」、「高温・低温の物との接触」、「感
電」等が増加しています。
　例年12月は労働災害の多発する時期であり、
寒冷下での作業に伴う労働災害や火災による
事故、工事の輻輳化などから生じる労働災害
発生の懸念とともに、特に年末年始は、長期
の休業前の慌ただしい中での作業や休業後に
生活リズムが戻らない中で作業が行われるこ
とがあるなど、労働災害のリスクが高まるこ

とが懸念されるところです。
　このような状況を踏まえ、今
一度、自社の労働災害防止活動
の取組みの再確認をお願いする
とともに、その一環として、昨
年策定した第９次建設業労働災
害防止5か年計画の重点事項で
あるリスクアセスメントの確実
な実施、建設業労働安全衛生マ
ネジメントシステム（コスモ
ス）の導入・推進、墜落・転落
災害、建設機械・クレーン等災
害、斜面崩壊災害、交通労働災
害、化学物質による健康障害、

石綿障害など重篤度の高い労働災害を減少さ
せるための重点対策の実施及び安全衛生教育
の徹底等をお願いします。
　会員各位をはじめ関係者が一丸となって、
実施要領に示された事項に取り組んでいただ
き、「無事故の歳末、明るい正月」を迎えた
いと思います。
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（ 東区の高速道路下部工工事 ）

（ 西区のマンション新築工事 ）

（ 東広島の駅橋上化工事 ）

（ 中区の土地利用計画工事 ）

（ 南区の工場建設工事 ）

　全国労働衛生週間行事の一環として、各分会で工事現場の安全パトロールを行いました。
【広島分会】10月２日に東区、中区、西区、南区、東広島の5班に分かれ、広島中央労働

基準監督署と合同で安全パトロールを実施し、労働基準監督署長及び署員、公共工事の発注
者である広島市の職員と建災防から分会役員、安全指導部会員のほか支部職員、安全衛生支
援事業推進員を含め総勢40名が参加しました。
　安全パトロールは、高速道路下部工工事、土地
利用計画工事、マンション新築工事、工場建設工
事、駅橋上化工事の5現場で実施しました。
　各現場では、工事概要を説明していただいてか
ら現場に向かい、安全衛生管理体制や墜落・転落
災害、飛来・落下災害の防止対策や熱中症対策等
を点検しました。猛暑・酷暑が続いていたことも
あり、どの現場でも熱中症対策の強化をお願いし
ました。
　整理整頓はどの現場も行き届いており、安全通
路も確保され、掲示物等も工夫がなされて安全衛
生の見える化が図られていました。一方で、墜落養生や飛来・落下養生の一部不備、作業主
任者や最大積載荷重の表示漏れ、壁つなぎ増設のアドバイスのほか、感電による重大災害が
増加していることに対する注意喚起も行っていました。

【福山分会】９月12日に管内３地区で、建築工事３現場を福山労働基準監督署、広島県東
部建設事務所、福山市、府中市、建災防安全指導者の23名で安全パトロールを実施しました。
　パトロール後の講評として、介護施設新築工事現場は第三者に配慮した安全管理をされて
おり、現場内の整理整頓、安全管理を徹底された良い現場でした。また、庭球場整備上屋新
築工事現場は整理整頓が行き届いた現場でしたが、R型トラス構造屋根で作業床が複雑と
なっていたため、墜落・転落災害防止対策の強化と作業前点検の実施をお願いしました。

【三原分会】９月10日に三原地区の道路新設現場と造成工事現場の２現場を三原労働基準
監督署長、安全指導者５名で安全パトロールを実
施し、９月19日に竹原地区の道路新設現場を同署
の安全衛生課長、安全指導者７名で安全パトロー
ルを実施しました。
　各現場とも安全衛生管理体制は良好で、車両系
建設機械の点検・管理をお願いしました。
　また、墜落・転落災害防止対策の徹底に加え酷
暑が続いていたことも踏まえて、熱中症対策の徹
底による安全作業をお願いしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ 竹原地区の道路新設工事 ）

【尾道分会】10月1・7日に、尾道労働基準監督署（署長・安全衛生課長）、安全指導者・
視察員の総勢19名の参加による合同安全パトロールを実施しました。
　１日は向島地区の学校ラグビー部寮新築工事と急傾斜地崩壊防止工事と尾道地区の焼却炉
建屋新築工事、重要港湾改修工事の５現場、７日は世羅地区の庁舎駐車場整備工事、下水道
管新設工事及び因島地区の社会福祉施設の耐震改修工事の３現場において、安全衛生管理状
況、作業状況、安全設備等の点検を行いました。
　各現場とも安全関係書類が的確に整備されており、現場の安全衛生管理体制、作業環境管
理も良好で、向上心と安全意識の高さが感じられました。また、重機災害や墜落・転落災害
の防止対策、混在作業や高所作業による災害の防止対策、メンタルヘルス対策の徹底をお願
いしました。

　　　（ 焼却炉の建屋新築工事 ）　　　　　　　　　　　（ 漁港整備工事 ）

　お忙しい中、安全パトロール実施にご協力いただきました関係者の皆様及びご対応いただ
きました事業場の方々に感謝申し上げますとともに、工事完成までの無事故無災害をご祈念
申し上げます。

分会で安全パトロールを行いました！分会で安全パトロールを行いました！
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　全国労働衛生週間行事の一環として、各分会で工事現場の安全パトロールを行いました。
【広島分会】10月２日に東区、中区、西区、南区、東広島の5班に分かれ、広島中央労働

基準監督署と合同で安全パトロールを実施し、労働基準監督署長及び署員、公共工事の発注
者である広島市の職員と建災防から分会役員、安全指導部会員のほか支部職員、安全衛生支
援事業推進員を含め総勢40名が参加しました。
　安全パトロールは、高速道路下部工工事、土地
利用計画工事、マンション新築工事、工場建設工
事、駅橋上化工事の5現場で実施しました。
　各現場では、工事概要を説明していただいてか
ら現場に向かい、安全衛生管理体制や墜落・転落
災害、飛来・落下災害の防止対策や熱中症対策等
を点検しました。猛暑・酷暑が続いていたことも
あり、どの現場でも熱中症対策の強化をお願いし
ました。
　整理整頓はどの現場も行き届いており、安全通
路も確保され、掲示物等も工夫がなされて安全衛
生の見える化が図られていました。一方で、墜落養生や飛来・落下養生の一部不備、作業主
任者や最大積載荷重の表示漏れ、壁つなぎ増設のアドバイスのほか、感電による重大災害が
増加していることに対する注意喚起も行っていました。

【福山分会】９月12日に管内３地区で、建築工事３現場を福山労働基準監督署、広島県東
部建設事務所、福山市、府中市、建災防安全指導者の23名で安全パトロールを実施しました。
　パトロール後の講評として、介護施設新築工事現場は第三者に配慮した安全管理をされて
おり、現場内の整理整頓、安全管理を徹底された良い現場でした。また、庭球場整備上屋新
築工事現場は整理整頓が行き届いた現場でしたが、R型トラス構造屋根で作業床が複雑と
なっていたため、墜落・転落災害防止対策の強化と作業前点検の実施をお願いしました。

【三原分会】９月10日に三原地区の道路新設現場と造成工事現場の２現場を三原労働基準
監督署長、安全指導者５名で安全パトロールを実
施し、９月19日に竹原地区の道路新設現場を同署
の安全衛生課長、安全指導者７名で安全パトロー
ルを実施しました。
　各現場とも安全衛生管理体制は良好で、車両系
建設機械の点検・管理をお願いしました。
　また、墜落・転落災害防止対策の徹底に加え酷
暑が続いていたことも踏まえて、熱中症対策の徹
底による安全作業をお願いしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ 竹原地区の道路新設工事 ）

【尾道分会】10月1・7日に、尾道労働基準監督署（署長・安全衛生課長）、安全指導者・
視察員の総勢19名の参加による合同安全パトロールを実施しました。
　１日は向島地区の学校ラグビー部寮新築工事と急傾斜地崩壊防止工事と尾道地区の焼却炉
建屋新築工事、重要港湾改修工事の５現場、７日は世羅地区の庁舎駐車場整備工事、下水道
管新設工事及び因島地区の社会福祉施設の耐震改修工事の３現場において、安全衛生管理状
況、作業状況、安全設備等の点検を行いました。
　各現場とも安全関係書類が的確に整備されており、現場の安全衛生管理体制、作業環境管
理も良好で、向上心と安全意識の高さが感じられました。また、重機災害や墜落・転落災害
の防止対策、混在作業や高所作業による災害の防止対策、メンタルヘルス対策の徹底をお願
いしました。

　　　（ 焼却炉の建屋新築工事 ）　　　　　　　　　　　（ 漁港整備工事 ）

　お忙しい中、安全パトロール実施にご協力いただきました関係者の皆様及びご対応いただ
きました事業場の方々に感謝申し上げますとともに、工事完成までの無事故無災害をご祈念
申し上げます。

（ 庭球場整備上屋新築工事 ）

（ 竹原地区の道路新設工事 ）

（ 介護施設新築工事 ） 

（ 漁港整備工事 ）（ 焼却炉の建屋新築工事 ）　



昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和６年11月10日発行　第684号⑷



昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和６年11月10日発行　第684号 ⑸



昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和６年11月10日発行　第684号⑹



昭和44年９月22日　第３種郵便物認可　令和６年11月10日発行　第684号 ⑺
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三 　 原
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広 島 北
廿 日 市
合 　 計

全　　産　　業 建　　設　　業
令和５年 令和６年 令和５年 令和６年

死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計
対前年
増減数増減数

対前年
増減率
（%）

建設業
/全産業
（%）

982
276
595
224
193
169
402
288
3,129

2.8
－42.9
3.9
9.1
44.4
29.4
－60.9
－15.8
－10.6

9.4
6.9
10.4
7.4
9.9
13.3
6.4
6.3
8.9
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2
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12
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1

3

－212
－104
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－65
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－35
－695
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174
509
163
131
165
283
253
2,452

771
172
503
162
131
165
282
251
2,437

3
2
6
1

1
2
15

986
278
596
226
196
170
407
288
3,147

4
2
1
2
3
1
5
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１ ７月 建設業 墜落・転落男 40代 11年電工 資材置き場において、資材の整理作業を
行っていた労働者が、階段から転落した。

№発生月  業　種  職　種 性別年齢 経験 事故の型 起因物　　      災　害　発　生　状　況
階段・
　桟橋

２ ７月 建設業 感電男 20代 0年設備
機械工

鋼製電柱接続作業のため被災者が電柱に
登って移動式クレーンで吊り上げていた金
属製のパーツを支持していたところ、移動式
クレーンのジブ先端が上空に設置されてい
た高圧電線に接触して感電した。
台風接近に伴い防炎シートが飛ばないよう
に建屋から伸びていた腕金の間に挟み込
む作業を行っていたところ感電した。

工事現場において、被災者は片付け作業を
行っていたところ様子がおかしいことに気付
いた職長が声掛けをしても返答がなく苦し
そうにしていたため救急搬送された。

電動ウインチを使い滑車を介してケーブルを
屋外から２階に引き込む作業をしていたとこ
ろ、固定していた滑車の留め具が破断して
滑車が激突した。

送配電
線等

３ ８月 建設業 感電男 20代 0年作業者

作業者

電工

送配電
線等

４ ８月 建設業
高温・低
温の物と
の接触

男 50代 2年 高温・低
温環境

５ ９月 建設業 飛来・落下男 50代 1年
その他の
動力レー
ン等

令和５年・令和６年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和６年９月末）

令和５年・令和６年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）

 （労働者死傷病報告による）

 広島労働局（令和６年９月末）

令和６年　建設業死亡災害発生状況
 広島労働局（令和６年９月末）

（　）内は、死亡で内数
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広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８ 廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０

※受付状況等の詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

令和６年度講習計画令和６年度講習計画（令和６年11月～令和７年1月末までの計画）（令和６年11月～令和７年1月末までの計画）

広島市
三原市
呉市
広島市
広島市
福山市
広島市
広島市
福山市
呉市
福山市
広島市
呉市
福山市
広島市
広島市
福山市
広島市
広島市
福山市
広島市
広島市
福山市
広島市
呉市
広島市

県支部
三原分会
呉分会
県支部
県支部
福山分会
県支部
県支部
福山分会
呉分会
福山分会
県支部
呉分会
福山分会
県支部
県支部
福山分会
県支部
県支部
福山分会
県支部
広島分会
福山分会
県支部
呉分会
県支部
県支部

13～14

18～20

26～27

15

19

12

19～20
14

14

29～30
22～23

16
28

21
27

27
20～21

16

17

12～13

4～5

10

2
10

3

12

11

足場の組立て等作業主任者
型枠支保工の組立て等作業主任者
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
建築物等の鉄骨の組立て等
木造建築鵜物の組立て等
コンクリート造の工作物の解体等作業主任者
足場の組立て等特別教育

巻上げ機（ウインチ）運転業務
低圧電気取扱業務

ロープ高所作業（学科のみ）
自由研削と石取替え等業務

石綿取扱い作業従事者

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

足場の組立て等作業主任者能力向上（定期）教育

施工管理者のための足場点検実務者研修
職長・安全衛生責任者教育
職長・安全衛生責任者能力向上教育

斜面の点検者に対する安全教育
建設工事に従事する労働者のための教育「建設従事者教育」（6時間）

技
能
講
習

育
教
た
じ
準・
育
教
別
特

等
育
教
生
衛
全
安
・
上
向
力
能

講　習　名 実施場所 受付分会
開催日

11月 １月12月

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付開始日は開催日の２ケ月前の当日です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、土・日・祝日の場合は翌営業日とします。）

　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認ください。
https://www.jcosha-hiroshima.jp/

実施場所
広島市

受　　付
県支部

２月１月
－ －19～ 20

３月
建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

＊要請により、随時実施

令和６年度登録講習計画（令和６年12月～令和７年２月末までの計画）（令和６年12月～令和７年２月末までの計画）令和６年度登録講習計画


